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様式２　　「労働相談票（使用者による障害者虐待）」の記載要領
本様式は、使用者による障害者虐待の通報等を受けた又は発見等を行った機関において、「処理欄」も含めて、可能な限り記載することとし、「被虐待者」や「使用者」が複数いる場合は、同内容の記載事項は、適宜、省略し、該当者のそれぞれについて、本様式を作成することとして差し支えない。
また、受付時に不明な点については、処理経過において確認することとし、「処理経過」欄にその旨を記載すること。また、当該労働相談票をどの部署で受付、どこに送付したのかを処理経過欄に明記すること。
　　例：○年○月○日　　Ａ県○○障害福祉課にて様式２「労働相談票（使用者による障害者虐待）」を作成した。当該案件は、使用者による障害者虐待の疑いがあるので、Ａ労働局雇用環境・均等部（室）に当該労働相談票を送付した。
　　なお、「受付台帳番号」の欄については、労働局雇用環境・均等部（室）で記載すること。
　　また、記載欄に該当番号があり、右に処理欄があるものは、該当番号に○をつけ、右の処理欄に番号を記載し、該当番号があり、右に処理欄がないものは番号に○をつけること。
【受付等】
　１　　「受付年月日」の欄は、障害者虐待の通報等を受けた又は発見等を行った機関において、通報等を受けた又は発見等を行った日を記入すること。
　２　　「来庁等」の欄の「文書等」とは、FAX・郵送。電子メール受信等の場合とし、「発見等」は、事業所を訪問した際に虐待を発見した場合に記入すること。
　３　　「障害者虐待に関する通報・発見等の端緒」の欄については、市町村・都道府県・労働局等のそれぞれの記入欄に、以下により記載し、右の処理欄に該当番号を記載すること。
　　《市町村・都道府県記入欄》
　　　・　（　　　　）に対応した部局名を記載し、通報又は届出のいずれかを○で囲むこと。
　　《労働局等記入欄》
　　　・　①～⑤の対応した部局のいずれかを○で囲み、直接相談等を受けた場合は「相談」を、事業所訪問等で発見した場合は「発見」のいずれかを○で囲むこと。なお「監督署等」には労働基準部、「安定所等」には職業安定部が含まれるものとし、「その他」には需給調整事業部等、労働局内のその他の部局が含まれること。
【通報（届出）者の事項】
　１　　「通報（届出）者氏名」の欄については、行政機関に対しても匿名の場合は匿名と記載すること。また、通報者が複数いる場合には代表者氏名を記載すれば足りること。
　２　　「事業所への通知の諾否」の欄については、通報（届出）者に、「通報・届出の有無」、「通報者氏名の通知」（※通報の時のみ）、「被虐待者氏名の通知」の諾否等、内容を事業所に明らかにして処理することを望むかどうかを聴取の上、諾・否のいずれかを○で囲むこと。なお、どの程度の情報を伝えていいのかの具体的な範囲は「処理経過」に記載すること。
　３　　「被虐待者との関係」の欄については、1～14のいずれかに該当する項目を○で囲み、処理欄に該当番号を記載すること。なお、通報者が複数いる場合には代表者と被虐待者との関係を記載すれば足りること。
【被虐待者に関する事項】
　１　　「被虐待者氏名」の欄については、被虐待者が届出を行っている場合は、届出者と同一なので、「同上」と記載すること。また、不明の場合は不明と記載すること。
　２　　「生年月日」、「年齢」の欄については、できる限り把握し、記載すること。
　３　　「障害の種類」の欄については、区分が複数ある場合には、該当項目を複数○で囲み、処理欄にすべて記載すること。
　４　　「障害者区分」の欄については、市町村・都道府県にて記載する内容であり、労働局等において記載する必要はないこと。
　５　　「心身の状況」の欄については、被虐待者について特筆すべき事項があれば、記載すること。
【事業所に関する事項】
　１　　「担当者職氏名」の欄については、使用者による障害者虐待が行われた事業所における労務管理担当者の職氏名がわかれば、記載すること。
　２　　「業種」の欄については、日本標準産業分類（平成19年11月改定）に基づき、1～21のいずれかに該当する項目を○で囲み、処理欄に該当番号を記載すること。
【使用者に関する事項】
　１　　「使用者氏名」の欄については、使用者による障害者虐待を行っている者の氏名を記載し、不明の場合は不明と記載すること。
　２　　「性別」、「生年月日」、「年齢」、「年齢区分」の欄については、できる限り把握し、記載すること。なお、虐待を行った使用者が複数名存在する場合には、代表的な使用者について記載し、その他の虐待を行った使用者については、「処理経過」に記載すること。
　３　　「被虐待者との関係」の欄の4　その他については、1～3に該当しない場合の上司等を記載すること。
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